
主な花材 ユリ（八重咲） （兵庫県産）

野バラの実 （福島県産）

ハゴロモフジバカマ （広島県産）

ドラセナ （シンガポール産）

花言葉：純粋、無垢

名前の由来は、風に花が揺られてゆらゆらする様子から、「揺り」が変化して付け
られました。こちらは小ぶりな八重咲きの花が可愛らしい比較的新しい品種です。

秋の七草として知られるフジバカマの園芸品種です。細かく切れこんだ葉が特徴で
す。

花言葉：あの日を思い出す、ためらい、優しい思い出

名前の由来は、ギリシャ語のドラカイナ（雌の竜）の意味から付けられたといわれ
ています。別名として「幸福の木」と呼ばれ、観葉植物として人気があります。

名前の由来は、トゲのある低木の総称である「イバラ」で、野生のものを野バラと
呼びました。実は営実（えいじつ）という生薬になるほか、品種によっては、ロー
ズヒップとしてハーブティー等に利用されます。

花言葉：純朴な愛、無意識の美

花言葉：幸福、隠しきれない幸せ、永遠の愛

テーマ 清涼


